
(1) 担当支部： 首都圏－１ 12378
分水嶺区分 2005年 8月 28日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
半田　明稔 13336
中村　宏 非会員
村山　昭雄 非会員

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 大萱峠手前
分水嶺到達点 大萱峠手前 139 49 37 7 28.0 1,300 6:20 B-3

大萱峠 139 49 37 7 26.1 1,290 6:25 6:35 B-3
標高点1445m 139 49 37 7 18.6 1,445 7:25 7:30 B-3
上海岳北東峰1480m 139 49 37 7 7.6 1,480 8:10 8:15 B-3

分水嶺離別点 大萱峠 139 49 37 7 26.1 1,290 8:57 9:05 B-3
大萱峠直下の小沢合流点 139 49 37 7 43.2 960 9:55 10:00 B-3
山王・祠 139 49 37 8 23.3 810 11:55 12:25 B-3
沢から台地に上がった地点 139 48 37 8 30.0 860 13:25 13:30 B-2

歩行終了点 栗生沢生活改善センター 139 47 37 9 13.5 690 14:25

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

なし

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

福島県南会津郡田島町大字栗生沢まで車両三台で入山
E332黒滝股山からE333上海岳間の標高点1360mから上海岳北東の1480m間      

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

24.2

15.0
5.1
44.8

28.2

遠山 元信

会員番号：遠山　元信
(3)山行日：大萓峠手前～1480m地点(E332とE333の間)

３名 １名

事務局整理記入欄 地理ｸﾗﾌﾞ－14
曇り

12378

栗生沢

なし

特記事項
保存
状況

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
　　　　　　　　　　藪の中の大萱峠
　　　　　　　　　　記録にあった山王(権現様)

大萱峠から沢沿いに下ったが、落石等があるので一般的ではない。
分水嶺はチシマザサの密薮。サポートの遠山元信は地元聞き取り調査のため山麓の栗生沢にて待機。
大萱峠で古道を見出すことができなかったが、山麓での調査にて福島県側は少し北側に、栃木県側は少し下に存在するらしい。
山王までは迷わないが、沢沿いなので増水時には要注意｡また山麓から標識等はまったくなし。
山王は古地図と同じ位置にあり、現在でも鳥居と祠が存在していた｡

59.1
6時間30分総歩行時間（休憩時間を除く）：

なし

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

分水嶺完了した後、大萱峠についての調査を継続することになり地元でも興味を傾けてくれた｡
そのため9月になり東京へ出張に来た田島町長と面会、この調査への協力を依頼した。
我々と平行し茨城大学の山下恒男教授も大萱峠について調査をしている。
奥会津地方歴史民俗資料館に大萱峠の資料を提供することになった。
山王は現在地元で権現様と呼称されているが、入山はしないそうである。

24.2
7.4 折り返し
8.4



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藪の中の大萱峠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録にあった山王(権現様)
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